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荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～
小樽の「血液」と「骨格」、北日本随一の経済都市の遺産を堪能する

contents03 本邦国策を北海道に観よ！～北の産業革命「炭鉄港」～

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
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北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽 ―「民の力」で創られ蘇った北の商都―
　小樽にたくさんの魅力的な文化遺産があることは市民にも観光客にも知られていますが、個々の遺産のつながり、そして小樽はどんなまちなの
かを説明するストーリーは必ずしも明確になっていませんでした。小樽市日本遺産推進協議会では、日本遺産認定を目指し、地域の歴史的魅力や
特色をストーリーとしてまとめました。子どもから大人まで、幅広い市民の文化遺産の認知度向上とシビックプライドの醸成、そして文化遺産を
活用した観光誘客につなげます。小樽文化遺産ジャーナルでは3回にわたりストーリーを紹介しています。
　今回は2回目の発行になります。

金融資料館となった日本銀行旧小樽支店
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ロゴマーク 募集!大

応募要領

「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽」
では、市内の歴史的文化遺産をみなさん
と共有し育てていこうと、そのロゴマーク
を広く募集します。ぜひご応募ください！

「北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽」
をイメージしたシンボルマーク（図）と
文字との組み合わせとし、未発表のオリジ
ナル作品に限ります。

応募方法

応募用紙にデザインと必要事項を記入
し、郵送かメールにてお送りください。
応募用紙はホームページからダウンロー
ドできます。

応募締切

令和2年12月21日（月）
※消印 有 効

空
知
の「
石
炭
」を
基
軸
に
、室
蘭
の「
鉄
鋼
」、小
樽
の「
港
湾
」、こ
れ
ら
を

繋
ぐ
炭
鉱
鉄
道
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
北
海
道
近
代
化
の
物
語『
炭
鉄
港

（
た
ん
て
つ
こ
う
）』。明
治
維
新
後
、

国
策
と
し
て
開
拓
が
進
め
ら
れ
た

北
海
道
の
、こ
の「
北
の
産
業
革
命
」

に
よ
っ
て
、小
樽
は
北
海
道
随
一
の

商
都
へ
と
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
て

い
き
ま
し
た
。

本
邦
国
策
を
北
海
道
に
観
よ
！

〜
北
の
産
業
革
命「
炭
鉄
港
」〜
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詳しくは小樽文化遺産HPをご覧ください。

『心臓』のまち、そして
つの日本遺産のまち2

江
戸
時
代
、北
海
道
・
東
北
・
北
陸
・
大
阪
を
結
ぶ
西
廻
り
航
路
を
主
に
利
用
し
、

商
品
を
売
り
買
い
し
な
が
ら
航
海
す
る
こ
と
か
ら「
動
く
総
合
商
社
」と
形
容

さ
れ
た『
北
前
船
』。人
・
物
・
文
化
を

運
び
、重
要
な
寄
港
地
で
あ
っ
た
小
樽

に
は
北
前
船
主
が
次
々
と
進
出
。

北
海
道
開
拓
を
支
え
た
と
同
時
に
、

小
樽
の
発
展
の
基
礎
を
つ
く
り
ま

し
た
。

写真提供：佐藤圭樹（古写真を除く）
※本誌は、小樽市日本遺産推進協議会が日本遺産認定を目指し
　申請したストーリーを、市民への周知、観光誘客を目的として
　再構成したものです。
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か
つ
て
小
林
多
喜
二
は
、
小
樽
の
ま
ち
を
、
北
海
道
の
「
心
臓
」
と
表

現
し
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
港
と
鉄
道
の
「
大
動
脈
」
に
よ
り
、
多
数
の

物
資
と
人
が
押
し
寄
せ
、
巨
大
な
ニ
シ
ン
番
屋
、
石
造
り
の
倉
庫
な
ど
を

造
っ
て
い
き
ま
し
た
。
明
治
後
期
に
は
、
大
手
銀
行
や
商
社
の
支
店
が
進

出
し
、
経
済
の
「
血
液
」、
金
融
の
力
で
北
日
本
随
一
の
商
都
に
飛
躍
し

て
栄
華
を
極
め
、
運
河
を
は
じ
め
近
代
的
イ
ン
フ
ラ
が
「
骨
格
」
と
し
て

ま
ち
を
支
え
ま
し
た
。

　

昭
和
後
期
、
小
樽
運
河
保
存
運
動
を
経
て
、
ま
ち
を
愛
す
る
市
民
た
ち

の
「
民
の
力
」
で
、
ロ
マ
ン
溢
れ
る
歴
史
的
建
造
物
と
ま
ち
な
み
の
魅
力

が
再
発
見
さ
れ
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食
店
、
博
物
館
等
の
文
化
施
設
に
活

用
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
商
都
か
ら
、文
化
と
観
光
の
「
心
臓
」

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
小
樽
は
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
を
魅
了
し
続

け
て
い
ま
す
。
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明
治
末
期
、
日
露
戦
争
の
終
結
に
よ
り
、

小
樽
か
ら
南
樺
太
に
向
か
う
航
路
が
盛
ん

に
な
る
と
、
大
手
銀
行
や
商
社
の
支
店
が

次
々
と
進
出
し
、
経
済
の
「
血
液
」
で
あ

る
金
融
の
力
で
小
樽
は
北
日
本
随
一
の
経

済
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
最
盛
期

を
迎
え
た
小
樽
を
象
徴
す
る
建
物
群
は
現

在
も
様
々
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
日
本
郵
船（
株
）小
樽
支
店
（
明
治
39

年
築
）
の
荘
厳
な
社
屋
は
、
国
内
最
大
級

の
石
造
事
務
所
で
、
小
樽
産
の
凝
灰
岩
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。か
つ
て
船
入
澗
だ
っ

た
社
屋
前
は
、
現
在
、
運
河
公
園
と
な
り
、

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行

旧
小
樽
支
店
（
明
治
45
年
築
）
は
数
あ
る

日
銀
支
店
建
築
の
中
で
も
別
格
で
、
海
を

見
渡
す
望
楼
な
ど
小
樽
な
ら
で
は
の
特
徴

も
あ
り
ま
す
。
工
事
顧
問
を
務
め
た
辰
野

金
吾
は
、
小
樽
支
店
を
「
上
出
来
」
と
自

賛
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
か
ら
金
融
資

料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
て
、
天
井
ま

で
10
．5
m
の
吹
き
抜
け
と
な
っ
て
い
る
1

階
の
営
業
場
を
は
じ
め
、
内
観
を
存
分
に

楽
し
め
ま
す
。
旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店（
昭

和
2
年
築
）
は
、
一
見
、
古
風
な
洋
風
建

築
に
見
え
ま
す
が
、
骨
組
に
当
時
の
最
先

端
技
術
、
耐
震
構
造
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28

年
か
ら
小
樽
芸
術
村
の
施
設
の
一
つ
と
な

り
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
や
商
社
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
ビ
ジ

ネ
ス
街
区
と
し
て
急
発
展
し
た
色
内
地
区

に
は
、
辰
野
ら
日
本
の
近
代
建
築
の
パ
イ

オ
ニ
ア
た
ち
の
作
品
が
集
中
し
て
い
ま

す
。
多
彩
な
様
式
が
並
ぶ
異
国
的
な
建
築

と
ま
ち
な
み
は
、
半
径
5
0
0
m
に
明
治
・

大
正
・
昭
和
各
時
代
の
最
先
端
の
材
料
と

技
術
で
造
ら
れ
た
建
築
が
凝
縮
す
る
日
本

で
こ
こ
だ
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
区
で
、
さ
な

が
ら
「
近
代
建

築
の
博
物
館
」

で
す
。
そ
れ
ら

と
路
地
裏
の
倉

庫
や
商
店
等
の

石
造
り
の
建
物

が
調
和
す
る
こ

と
で
小
樽
独
特

の
趣
き
の
あ
る

景
観
を
形
成
し

て
い
て
、
ま
ち

歩
き
を
楽
し
む

人
た
ち
を
小
樽
全
盛
の
佳
き
時
代
へ
の
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
に
誘
い
ま
す
。
銀
行
街
は

80
年
代
半
ば
以
降
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
契
機
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
夜
の
ま
ち
並
み
散
策
が
魅
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
色
内
大
通
り

に
は
歴
史
的
な
建
物
を
活
か
し
た
店
舗
や

ホ
テ
ル
な
ど
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
し
、
改

め
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
小
樽
の
行
政
は
1
0
0
年
の
大

計
を
立
て
、
最
高
峰
の
技
術
者
た
ち
を
招

き
、
市
街
地
の
周
辺
に
ま
ち
の
「
骨
格
」

と
し
て
近
代
的
イ
ン
フ
ラ
を
造
っ
て
い
き

ま
し
た
。
小
樽
公
園
（
当
時
は
花
園
公
園
）

の
設
計
図
（
明
治
43
年
）
は
、
日
本
初
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
長
岡

安
平
が
完
成
さ
せ
、
奥
沢
水
源
地
の
階
段

状
の
放
水
路
（
大
正
３
年
築
）
は
、「
近

代
水
道
の
父
」
中
島
鋭
治
が
手
が
け
ま
し

た
。
日
本
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
洋
防

波
堤
、
小
樽
港
北
防
波
堤
（
明
治
41
年
築
）

は
廣
井
勇
に
よ
る
も
の
で
、
廣
井
は
後
に

埋
め
立
て
式
の
運
河
建
設
を
助
言
し
、
小

樽
の
港
湾
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
現
存
し
、
い
ま
も
市
民
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。

小
樽
の「
血
液
」と「
骨
格
」、

北
日
本
随
一
の
経
済
都
市
の
遺
産
を
堪
能
す
る

旧日本郵船株式会社小樽支店

大手銀行、商社の支店が並ぶ色内のビジネス街区

Story概要北
日
本
随
一
の
経
済
都
市
・
小
樽

日
本
で
こ
こ
だ
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
区

小
樽
の
ま
ち
の「
骨
格
」

※

次
回
発
行
日
は
12
月
6
日

　「
運
河
保
存
運
動
か
ら
観
光
都
市
へ
・「
民
の
力
」

に
よ
る
再
生
」
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

奥沢水源地の階段状の放水路小樽港北防波堤

旧三井銀行小樽支店（現・小樽芸術村）

日本銀行旧小樽支店


